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自己紹介	
•  名古屋大学 

•  情報連携基盤センター情報基盤システムデザイン研究部門准教授 
•  情報技術の戦略的活用 → 名古屋大学ポータル 

•  情報科学研究科社会システム情報学専攻兼務 
•  工学部電気電子情報コース兼務 
•  情報連携統括本部情報戦略室兼務 
•  国際学術コンソーシアムAC21推進室員 
•  学務情報システム委員会委員 
•  全学広報室協力教員（~H18） 
•  研究者統合データベース連絡会メンバ 
•  名古屋大学オープンｺｰｽウェア委員会委員 
•  文部科学省研究委託事業 ULAN プロジェクトメンバ  

•  学外 
•  メディア教育開発センター客員助教授 (‘02~’05年度) 
•  日本WebCTユーザ会幹事 
•  情報処理学会教育学習システム研究グループ(通称 CMS研究会)幹事  
•  株式会社エミットジャパン取締役兼業 (‘03.2月~’06.10月) 
•  Ja Sakai Community 幹事 (’08.3月~) 
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情報技術と日常生活	

情報技術	 日常生活	

評価関数： 「便利」 「簡単」「役に立つ」	

文	理	
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情報基盤と情報サービス	

情報技術	 日常生活	

情報サービス	情報基盤	
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インターネットの場合	

情報技術	 日常生活	

人と人の 
コミュニケーション	インターネット	

電子メール 
MTA, MAU,UUCP, MX 
チャット 

IRC, IM 
Voice Tech 

IP電話，Skype 
Video Tech 

TV電話，Skype 

瞬時	

時間の超越	
Web Tech 
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Web Technology の進展	

•  Web Technology 
•  Web Server 
•  Web Browser 
•  HTTP 
•  HTML+JavaScript 

•  Ajax (Asynchronous JavaScript + XML) 

Web 
Browser 

Web 
Server HTTP 

Homepage Blog Fliker 
Youtube 

Web Technology: 蓄積   共有  検索	



大学とは？	

いろいろな価値観を包含し， 

いろいろな尺度で評価 
＝大学	

リスクのある様々な 
学問分野にチャレンジ	

「時代に即した新しい価値 
の醸造の場」としての大学	
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情報技術利用改善スパイラル	

大学 
多様性が重要な社会の縮図	
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さらなる情報基盤の高度化?! 

情報技術	 日常生活	

音楽	インターネット	
iTunes 
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「情報基盤」デザイン	

•  Separation of Concern (関心の分離) 
• ひとりで全部できない！ 
• アーキテクチャ 

•  Scalability (スケーラビリティ) 
• 小規模から大規模へ 

•  Sustainable Development (持続的な開発) 
• 情報（IT）戦略 
• 費用対効果	
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内容 
Agenda 

•  大学における情報基盤整備の背景 Need of Infrastructure 
•  大学ポータルの観点から  

From the view point of Institutional Information Portal 
•  情報基盤システムデザイン研究部門の立場 
•  学務情報システム推進委員会委員の立場 

•  大学における広報活動の観点から 
From the view point of PR activities in institutions 
•  全学広報委員会委員の立場 

•  大学間連携の観点から 
From the view point of collaborations among institutions 
•  CC-Society ULAN プロジェクトメンバの立場	
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大学における 
情報基盤整備の背景 

Needs of Constructing Information Infrastructure 



2008/05/23 社会システム情報学特論2008  名古屋大学 梶田将司	

大規模組織における情報基盤整備	

System 
A 

System 
B 

System 
N 

個別対応	

・・・	

System 
A 

System 
B 

System 
N 

基盤対応 Infrastructure 

・・・	

# of System 

Cost 

それぞれのシステムごとに 
独自対応のためコスト増大	

# of System 

Cost 

基盤化し資源を集中することで効率化も
図れるためコストは維持/減少	

個別対応による無駄を排除，資源の集中化による効率化 
Less redundancy and TCO, attaining a better ROI  
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個別対応から基盤対応は必然 
Inevitable to Construct IT Infrastructure  

•  対応済み（名古屋大学の場合） 
•  コンピュータネットワーク  Computer Network 

•  NICE III (バックボーン: 10Gbps，末端: 100Mbps) 
•  ユーザ管理 User Management 

•  ディレクトリサーバ（LDAP, 全構成員2万1000人が対象） 
•  今後対応が求められるもの 

•  コンピュータネットワーク 
•  Wireless LAN←廉価な基地局の乱立に伴うセキュリティ問題 

•  Web・データベースサーバ 
•  ハードウェア，ミドルウェア共有  sharing hardware and middleware 

•  ユーザへの情報提示の一元化 
•  情報ポータル←情報システムの乱立 aggregating through portal 

•  セキュアなユーザ認証基盤  more secure authentication and authorization  
•  ユーザ認証と権限管理	



2008/05/23 社会システム情報学特論2008  名古屋大学 梶田将司	

大学ポータルの観点から 
From the view point of Institutional Information Portal 



2008/05/23 社会システム情報学特論2008  名古屋大学 梶田将司	

現在の学内情報環境の問題点	
情報システムの多様化/複雑化に伴い，情報へのアクセス性が悪化	

コース管理システム	
（WebCT）	

研究室・教室・学科等 
独自のホームページ	

学務情報	
システム 

（休講案内等）	

附属図書館	
電子図書館機能	

情報の利用者の視点ではなく， 
情報の発信者の視点でのシステム構築	

名古屋大学 
ホームページ	

シラバス 
システム	

履修登録 
システム	

•  複数のシステムの使い分けが大変 

•  必要な情報がすぐに見つからない 

•  携帯電話やＰＤＡで見られない 

•  情報の所在はユーザが独自に管理	

成績証明書 
発行システム	

電子メール	
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Web情報システムと担当部局 
名古屋大学の場合	

•  名古屋大学ホームページ 
•  全学広報委員会，事務局総務課企画広報室 

•  学部学科・講座・センター等のホームページ 
•  各部局，各学科，各講座，各センター 

•  シラバス，休講案内，履修登録等の学務情報システム 
•  全学学務情報専門委員会，事務局学務課学務情報推進室 

•  研究者プロフィール 
•  事務局経理課情報処理課，事務局研究協力課 

•  事務情報システム（学内施設予約，全学事務掲示板など） 
•  事務局経理課情報処理課 

•  図書検索・電子図書館 
•  附属図書館 

•  e-Learning，コース管理システム（WebCT） 
•  情報メディア教育センター	

これらのシステムを如何に統合し， 
アクセス性を高めるか？	
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Web ポータルによる 
情報・サービスへの単一アクセス化	

教官・職員	学生	

Login 

学務情報	
システム	

大学ポータル 
企業情報ポータルの大学版	

コース管理システム	
（WebCT）	

名古屋大学 
ホームページ	

シラバス 
システム	

成績証明書 
発行システム	

各構成員一人ひとりに
応じた 

情報の集約と提供 

ユーザ中心の 
情報提供	
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Webポータル>>情報統合ポイント	

学務情報	
システム	

大学の構成員が日々集う共通の場が形成されることにより学
内組織間の「横の連携」が促進し，学内が活性化	

大学ポータル 
企業情報ポータルの大学版	

コース管理システム	
（WebCT）	

名古屋大学 
ホームページ	

シラバス 
システム	

成績証明書 
発行システム	

電子メール	

インスタント 
メッセージング	

掲示板	

予定表	

共有ファイル 
フォルダ	
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知識社会における大学ポータル	

知識社会における「知の拠点」として 
必要不可欠な知識基盤 
→ 大学の経営戦略に直結	

大学ポータル 
企業情報ポータルの大学版	

学内構成員 
（2.1万人）	卒業生 

（10万人）	 社会人学生	

学術協定校 
構成員	

地域市民	
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大学ポータルに求められる機能	
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ユーザ中心の情報提供手段	

（１） 大学構成員の多面性の支援が可 

（２） 個人化による多様性の支援が可能	
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万単位の利用	

•  名古屋大学構成員（2.1万人）が日常の教育研
究活動の中で利用することが前提 

•  名古屋大学同窓生（10万人）へのサービス拡
大も考慮 

•  学術協定校構成員，地域市民も視野 

（３） 小規模のプロトタイプシステムからはじめられ，大
規模な運用システムへの移行が可能	
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閲覧手段の多様化	

•  個人環境 
•  PC（学内，学外問わず） 

•  PCの低価格化，無線LAN・ADSL・FTTHの普及 
• 携帯電話 
•  PDA 

•  パブリックスペース 
• 情報キオスク端末 
• 大型公衆ディスプレイ	

（４） 閲覧手段に依存しないコンテンツ管理 
および閲覧手段に応じたコンテンツの自動生成	
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uPortal 



2008/05/23 社会システム情報学特論2008  名古屋大学 梶田将司	

ポータルの分類	

•  垂直型ポータル（機能別ポータル） 
• 特定分野・機能に特化 
• 専門的な情報の提供 

(例) ディレクトリサービスポータル，投資ポータル 
•  水平型ポータル（ポータルインフラ） 

• すべてのポータルに共通して必要な機能を基盤として
用意 

• 組織に関する統合的な情報の提供 
(例)企業情報ポータル 

      （Enterprise Information Portal： EIP）	
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水平型ポータルソフトウェア	

•  IBM WebSphere Portal （商用） 
•  Oracle 9i AS Portal （商用） 
•  BEA WebLogic （商用） 
•  Jakarta Jet Speed （オープンソース） 
•  ミシガン大学 CHEF （オープンソース）	

•  導入コスト 

•  カスタマイズが可能 

•  実績，他大学との連携が可能	

uPortal による名古屋大学ポータルの試験運用	
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uPortal 

•  高等教育機関用の水平型ポータルを作成するためのフ
レームワーク 
•  JavaクラスセットとXML/XSLドキュメントで構成 

•  JA-SIG (Java Architecture Special Interest Group) が
開発 
•  無償のリファレンスインプリメンテーション（Open Source） 

•  情報チャネルを通じた情報サービスの集約 
• ユーザに提示される情報の基本的な単位	
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（１） 多面性の支援	

•  パーミッション設定 
• 教員，学生，事務職員，卒業生などの属性ごとに
情報チャネル閲覧の可否やタスクのパーミッション
を設定可能 
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（２） 多様性の支援	

•  個人化機能（Personalization） 
• 情報チャネルの購読・非購読 
• 情報チャネルの配置のカスタマイズ 
• スキンの選択 
• 閲覧環境デバイスごとの個人設定	
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（３） スケーラビリティ	

•  J2EEアプリケーション 
•  Webアプリケーションサーバのクラスタ化 
• バックエンドデータベースのクラスタ化 

•  他大学での実績	



2008/05/23 社会システム情報学特論2008  名古屋大学 梶田将司	

University of British Columbia 
(Vancouver, Canada) 
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University of Delaware 
 (New Ark, U.S.A.) 
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(4) マルチデバイス対応	

XSLT 
Processor 

XML 

Stylesheet 携帯電話	

PDA 

教室	

キャンパス	

自宅	
デスクトップ 
ノートＰＣ	
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個人化と負荷分散のための情報基盤 
High Availability and Personalization 

名古屋大学情報ポータル	

教職員 
（約3,500人）	

名誉教授・研究員・短期
滞在者・受験生・… 

（数万人）	

全学IDに 
よりログイン	

学生 
（約16,000人）	
同窓生 

（約10万人）	

全学IDに 
よりログイン	

個人化された情報・サービスの提供	

Database 
Server １	

全学IDディレクトリサーバ 
（情報連携基盤センター既存サービス）	

負荷分散装置	

Database 
Server 2 

Web Server 1 

Web Server 2 

Web Server N 

データ２重化	

Load Balance 
Load Balance 

Web Server 3 

個人データ（全学ID,パスワード，所
属，身分，．．．．）	

万単位の接続要求	

名古屋大学情報ポータル用情報基盤	
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共通情報基盤の構築による 
冗長な情報投資の抑制 

Cut Redundancies 

Database 
Server 

Web Server 

部局Ａ	

Database 
Server 

Web Server 

研究室等	

Database 
Server 

Web Server 

全学	

Database 
Server 

Web Server 

図書館	

Database 
Server 

Web Server 

センター	

Database 
Server 

Web Server 

部局Ｂ	

•  広報用Webサーバの乱立 

•  個別にサーバ管理者を配置 

•  個別セキュリティ対策	

現状	

Database 
Server １	

負荷分散装置	

Web Server 1 

Database 
Server 2 

Web Server 2 

Web Server N 

名古屋大学情報ポータル用情報基盤	

部局A 全学	 部局B 

研究室等	センター	
電子 
図書館	

教務	

•  サーバ管理からの解放 

•  コンテンツ作成に予算を集中	
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ポータル技術による学内各種 
情報システムのセキュリティ強化 

More Securing Information 

教務 
システム	

電子 
図書館	

業務 
システム	

WebCT 全学 
メール	

各種 
HP 

インターネットからの直接ア
クセスができるため，直接
攻撃に対して個々に防御手

段をこうじなければならない	

現状	

全学 
メール	

WebCT 教務 
システム	

電子 
図書館	

業務 
システム	

各種HP 

名古屋大学情報ポータル	

ポータルからの
情報アクセスの
み許可	

学内各種情報システム
のセキュリティを 
集中的に管理・強化	

攻撃	
全学IDに 
よりログイン	

攻撃	



大学ポータル統合スタック	

Services and Contents 

Internal Network (Load Balancing, SSL)  内部ネットワークレベル	

Server (Hardware, OS) サーバレベル	

Middleware 
 (Web, App, Directory, SSO, Database) ミドルウェアレベル	

Software Development Framework ソフトウェア開発フレームワークレベル	

Portal User Interface ポータルUIレベル	

Users 



2002年度	 2003年度	 2004年度	 2005年度	 2006年度	

時間的変遷	

統合度	

時間	

第１世代	

第2世代	
第3世代	

100% 

アプリ連携（教務システム） 

全学ID+SSO （LDAP+CASサーバ） 

大学ﾎﾟｰﾀﾙﾌﾚｰﾑﾜｰｸ （国際化uPortal） 

データ永続化（Oracle 10g RAC） 
負荷分散（ﾛｰﾄﾞﾊﾞﾗﾝｻ・SSLｱｸｾﾗﾚｰﾀ）	

利用規程・内規制定 
全学IDの全学的承認 

学務情報ｼｽﾃﾑ推進委員会との連携	

全学ID （LDAPサーバ） 

大学ﾎﾟｰﾀﾙﾌﾚｰﾑﾜｰｸ （国際化uPortal） 

データ永続化（Postgres）	

大学ポータル専門委員会設置	

ｻｰﾊﾞ共有 （教員ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙDB） 

ﾎﾟｰﾀﾙUI更新（uPortal+VTｽｷﾝ）	

教員ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙDB連絡会との連携 

情報戦略組織の検討（WG+FS室）	

情報連携統括本部設置 
災害対策室との連携	

S/W開発ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ （安否確認） 

Service Delivery Network （災害対策）	情報サービス統合技術・組織基盤	
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部局・学科 
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情報処理学会2007年度第2回DSM 研究会	

名古屋大学ポータル MyNU.jp 
情報サービス統合技術基盤	

•  情報連携基盤センター創設（2002年度）を契
機に「大学ポータル専門委員会」を組織し構築
を開始	

第3世代を運用中	
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Webベースアプリケーション 
認証基盤に求められるもの 

Requirements for General Web App Authentication Infrastructure 
•  多彩な開発環境に対応 

•  Java, PHP, Perl, Python, PL/SQL, … などで書かれた 
様々な Web ベースアプリケーションに対応可能 

•  Single Sign On 
•  ユーザ認証は一度だけ 
•  LDAP 認証（名古屋大学の場合） 

•  セキュリティ 
•  認証情報のHTTPS による暗号化 

学部，学科，研究室，研究グループ，学生サークル 
など，学内の多数で多様な組織・グループが運用するWeb

ベースアプリのための認証基盤としては？	
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大学における 
認証基盤に求められるもの 

Requirements for Institutional Web App Authentication Infrastructure 

•  Webベースアプリケーション管理者の信頼度 
•  教員，学生，技術職員など様々な管理者 

•  信用できる?! → 認証情報（=パスワード）漏洩の抑制 

•  Web ベースアプリケーション管理者の負担軽減 
•  利用のための技術障壁が低い 

•  LDAP 認証って? 
•  HTTPS って? 

•  利用のためのコスト負担が低い 
•  サーバ証明書の取得 
•  SSL 符号化・復号化への対応 

–  大規模の場合は専用ハードウェアも必要 

Yale 大学で開発された CAS に注目	
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CAS 
•  Central Authentication Service 

•  必要な認証情報を CAS サーバにのみ送信 
•  HTTPS による暗号化通信は CAS サーバとの間だけで OK 

•  HTTP リダイレクション，Cookie などの標準的なWeb 技術
で実現 

•  簡単で軽いシステム 
•  Servlet による実装 
•  豊富な実績 

•  30 を越える大学で利用されている（2005 年4 月現在） 

あくまでも認証（Authentication）が対象	
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名古屋大学での機能強化	

•  CAS2 
•  Central Authentication & Authorization Service 
• ユーザおよびアプリケーションの LDAP 属性に基
づいた権限管理（Authorization）	

「誰に，いつ，どこから，どのアプリケーションにア
クセスさせるか」を集中管理可能な 

全学認証基盤を構築	
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実運用の概要	
•  CAS サーバ 

•   SunFire V480 (4GB Memory) 
•   LDAP レプリカサーバと同居 

•  Web アプリケーション 
•  名古屋大学ポータル 

•  Nortel Alteon 2424-SSL, SunFire V210 x 5 
•  SunFire V240 x 2, Oracle 10g Real Application Cluster 

•  新教務システム 
•  SunFire V210 x 2 + V120 x 2 
•  SunFire V240 x 1, Oracle 9i 

•  Web 履修登録・成績入力 
•  学部2~4年生対象（約8,500名，実際は約6,500名） 

•  約7,000科目 
•  担当教員（約1,000名） 
•  履修登録は学内・学外問わず，成績入力は学内のみ	
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CAS 認証スループット・応答時間	

•  CAS認証+ページ処理	
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CAS認証の時間ごとの平均回数	

約36０認証/分	

正午	 午後6時
時	

午前6時
時	

400 

300 

200 

100 

•  最終日  約1,200認証/分	
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アクセス経路	
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大学における 
広報活動の観点から 

From the view point of PR activities in institutions  
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大学における広報活動の 
基本的なフィロソフィー 
Basic Philosophies for PR Activities of Institutions 

•  大学の財産は，教育・研究活動を通じて生み出される様々な「知」と，
それを生み出す教職員・学生などの構成員である 

•  大学で生み出された「知」は，社会の共有物である 
•  「知」を生成する個々の構成員は、「大学に入っては出ていく」という
一種のフローであり，常に移り変わっていくものである 

•  「知」自体，教育・研究活動の進展に伴って常に移り変わっていくも
のである 

•  このように常に移り変わる「知」および構成員を把握し参照できるよ
う，継続 的かつ系統的に 記録（アーカイブ）することは，「知」の拠
点である大学の責務である  
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大学広報に求められる 
普遍的理念実現のための機能モデル 

Functional Models for Realizing the Philosophies 

素材 
データベース	
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名大１００年メモリーを核とした 
広報活動の抜本的改革へ 

Nagoya University 100 Years Memory Is the Core 
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広報物	
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2008/05/23 社会システム情報学特論2008  名古屋大学 梶田将司	

名大100年メモリーを通じた「知」の再構築 
名古屋大学の見識としての「名大知」	

名大100年メモリー	

学習履歴	
文化・生態	

教育情報	 時々刻々移り変わる 
名古屋大学における
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名大100年メモリーの 
階層ごとの漸進的整備 
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高校生向けWebページ整備 
「素材化→体系化→公共化→再素材化」という 

循環的広報活動の例	
名大太郎（名大太郎） 
所属：　情報科学研究科 
最終学歴：　名古屋大学．．． 
学位：　博士（工学）	

私は．．．．	

研
究
者 
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叺ー
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大学間連携の観点から 
From the view point of collaborations among institutions 
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Sakai Project 
http://www.sakaiproect.org/ 

•  OKI が達成した成果をもとに， 
•  ミシガン大学の CHEF 
•  MIT の  Stellar 
•  インディアナ大学の OnCourse 
•  スタンフォード大学の CourseWorks 
のそれぞれベストなところを，WSRP, JSR-168(Portlet 規格) に準拠した 

uPortal 3.0 (JA-SIG)を使って融合 
•  Sakai Educational Partner Program (SEPP) 

Carnegie Mellon University, Columbia University, Cornell University, Harvard University  
Johns Hopkins University, New York University, Princeton University, UC Berkeley, 
UC Los Angeles, University of Wisconsin - Madison など49大学が参画 

•  名古屋大学も本プロジェクトを代表して参画 
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Sakai Project のポイント 
Significant Points of Sakai Project 

•  各高等教育機関 が独自の戦略に基づいた最もよい
モジュール（ベンダー製，オープン ソース，独自開発
モジュールなど）の組み合わせにより教育・学習環境
の整備を可能にする 

•  特定のベンダーによる独占的な教育・学習環境構築
を排除することで，競争原理を働かせ，不必要なコス
ト高騰を防ぐことができる 

•  「オープン・オープン」ライセンシング 
•  大学間連携による開発	

北米では大学間連携による 
CMS開発が活発化	
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次世代大学情報基盤 
Next-Generation Institutional Information Infrastructure 
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ULANプロジェクト概要 
Brief Descriptions of ULAN Project 

•  教育・学習基盤ソフトウェア（CMS)の開発 
•  利用者状況を獲得・統合・解析（ユビキタス化） 

•  利用者状況に適応して教材を処理・提示 
•  オープン・ソフトウェア 

•  既存のシステムをベースに機能追加 

•  応用ソフトウェア・インタフェース技術の開発 
•  ３次元データを用いたインタラクティブ教材 

•  語学教育を中心とした実証実験 
•  ３大学の実授業で実験・検証（４，５年度目） 
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ねらい 
Objectives 

•  ＣＭＳの日本での普及 
• 日本の教育スタイル，情報環境に合ったＣＭＳ 
• オープンシステム＋良質の教材の配布 

•  日本から世界への発信 
• ユビキタス化機能の追求 

•  文化財データベースの積極的利用 
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研究リーダ： 竹村治雄 
阪大ｻｲﾊﾞｰﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ	

応用ソフトウェア開発	 基盤ソフトウェア開発	

語学教育教材を利用した３大学合同実証実験  

研究推進委員会	
研究代表： 間瀬健二 
名大情報連携基盤ｾﾝﾀｰ	

研究リーダ: 美濃導彦 京大学術情報ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ	

研究リーダ: 梶田将司 
名大情報連携基盤ｾﾝﾀｰ	

事務局 (名大) 

（株）CSK 

ULANプロジェクト体制 
Project Organization of ULAN 
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ソフトウェアアーキテクチャ 
ULAN CMS Architecture 

リッチ CMS クライアントソフトウェア	

ポータルフレームワーク (uPortal) 

SAKAI 
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WebCT 
Vista 

国内 
OSS 
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Fedora 

既存OSS 

ベンダー製	

独自開発	

ポータル層	

クライアント層	

アプリケーション層 
（CMSエンジン）	

データベース層	User’s context-
aware contents 

User’s context-
aware, PC-based 

CMS Client 

User’s context-
aware functions 

User’s context-
aware features 
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「オープン・オープン」ライセンスを軸とした
ソフトウェア成果物の利活用促進	

民間企業	
高等教育 
機関	

・開発要員， 
資金援助	

・成果活用	

・ニーズ蓄積	

・無償提供	

・ 対価	

本 
プロジェクト	

すべてのソフトウェア成
果物のソースコードの公
開・無料配布	

ソースコードのオープン	 商業利用へのオープン	

すべてのソフトウェア成
果物の商業利用の自由
化	

次世代 
CMS 

・保守運用 
サービス等	

 高等教育機関，研究
機関の研究開発・ 
実利用の促進	

民間企業の本事業参入	

名京阪大共同プロジェクトにより 
自由にいじれてかつ実運用も可能な 
CMS研究開発のテストベッドを提供	
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情報技術による大学教育の質的改善のための 
ソフトウェア基盤・人材基盤の世界拠点の形成	

ULAN 
Nagoya 
Kyoto 
Osaka 

国立大学法人情報基盤センター 
（東大、京大、阪大、東北大、北大、九大） 

国立大学法人情報処理教育センター（１２大学）など 
国内大学の情報基盤センター	

国際学術コンソーシアムAC21メンバ校（２６大学） 
SAKAI プロジェクト（ミシガン大学、MIT、 
スタンフォード大学、インディアナ大学）など	

国外大学連携	
AC21 

基盤ソフトウエア 
（オープンソース） 
高度IT専門技術者 
教育専門技術者	

新しいニーズ	
新しい人材	

各大学での成果展開	

新しいニーズ	
新しい人材	

国内大学連携	

各大学での成果展開	

基盤ソフトウエア 
（オープンソース） 
高度IT専門技術者 
教育専門技術者	



情報処理学会2007年度第2回DSM 研究会	

「アウトソーシング」から 
「コミュニティソーシング」へ 

ベンダーベースからOSSベースへ	

大学・ベンダー・SIer・開発要員・運用要員のための 
情報サービスに関する「セーフティネット」を形成	

ベンダ 
A 

K大学	

ベンダ 
製品B 

ベンダ 
製品A 

ロックイン	
カスタマイズ	

開発者	

ロックイン	

カスタマイズ	

開発者	
運用要員	

開発要員	

N大学	導入コスト大	

ライセンス料金 
要員の再教育	ロックイン	

ロックイン	

ベンダ 
A 

K大学	 N大学	

オープンソース 
ソフトウェア 
コミュニティ	

運用要員	

開発要員	

カスタマイズ	

導入コスト小	

OSSベース 
ベンダー製品	

O大学	

カスタマイズ	 OSSベース 
ベンダー製品	

人材の流動化	

人材の流動化	

[大学]  ベンダーロックインにより基幹システ
ムのコントロールを失いかねない 

[ベンダ・SIer] 開発コストを回収するために
拡大戦略しかありえない（独占化） 

[要員] 特定のベンダ製品に依存した仕事し
かできない	

[大学] OSSコミュニティに貢献することで保
守コストを削減，他大学との共有化を促進 

[ベンダ・SIer] OSSコミュニティに貢献するこ
とで開発・保守コストを削減 

[要員] 貢献内容・レベルがオープン	
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課題レポート：情報技術と大学院生活	

情報技術	 日常生活	

「情報サービス」デザイン原理は？	

大学ポータル	
院生のための 
情報サービス	

「大学ポータルがある大学院生活」	

•  大学院生活を支える「大学ポータル」サービスとそ
のデザイン原理について述べよ．その際，具体的な
利用場面を想定し、それがどう自分の大学院生活

に影響するのか述べよ  

•  A4 ２枚以内、 次回提出	


